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サケ科魚類の伝染性造血器壊死症ウイルスと

水棲細菌との相互作用
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はじめに

魚介類の増設殖事業が各国で活発に行われる

ようになり，水産物に占める増挺殖魚介類の比

率は年々高〈なってきている。しかし反面.効

率的な地聾殖事業の発展に伴い.魚介類の疾病

被害.特に伝摘が速く治療法のないウイルス七1:

痕病の流行が大きな問題となっているH。人や家

畜と同様あるいはそれ以上に魚却ではウイルス

病の有効な予防，治療対策の確立が困難であり，

養魚環境水中での病原ウイルスの生存性を知り，

さらに水困の他の微生物との相互作用を明らか

にすることは，ウイルス病の防疫対策を確立す

る上で盟嬰である.

現在.私共は魚類病原ウイルスについてウイ

ルス学的に，さらにウイルス病対策確立を目指

し研究を進めている。その一環として魚類棲息

環境水中でのウイルスの生存性および環境水中

に存在する他の微生物との相互作用についても

研究を進めてきた九病魚から放出されたウイル

スはその後どうなるか。飼育用水にウイルスを

混ぜ，その後の経過を観察したときに，ウイル

スが細胞.の凶体表而に脱者されると共に，臨体

外に産生される物質によっても不活化される現

象を見いだした口・九

本稿では，サケ科魚類の伝染性造Ihl器壊死斑

ウイルス(infectiollshematopoietic necrosis 

virus: IIINV) 11を対象に水怯制的によるウイル

ス不活化現象を紹介するとともに.このような

抗ウイルス性生理活性物質産生捌闘が水聞にど
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の程度存在するか，その種額は，その作用般序

は.さらにこれら細菌を魚類のウイルス病防除

に有効に活用するには，などのテーマのもとに

現在まで行ってきた研究成果を以下の5項目に

ついて紹介したい。

(J)水陸細菌による伝染性造血器峻死症ウイルス

。I1NV)の不活化。
(2)抗日INV作用を有する細菌の分布およびその

組却ならびに代袋株が産生ずる抗ウイルス物

質の性状。

(3)抗日INV活性を有する細菌を用いたバイオリ

アクターによる抗ウイルス物質の生産。

(4)抗日INV物質を産生する魚煩脳内細菌の経口

投与による IIINsilJ御の可能性。

(5)拘i!rlf.lJ. fl1i o'j !E産mOl{料生物の細菌躍の抗ウイ

ルス物質産生細菌への置換。

1 .水棲細菌による伝染性造血器壊死症ウイ

ルス(JHNV)の不活化:

サケ科魚類の荷原ウイルス，伝染性造血器壊

死産ウイルス(IHNVlおよび伝染性腺践壊死症

ウイルス(infectiollspancreatic necrosis virusl 

の規酸緩衝液(PsS)，平街塩類溶液mSSl，

最小必須培地(~IEM) 中での生存性については，

いくつかの報告がある5.5.7.81ものの.魚類接息環

境水中でのウイルスの消長に関する報告は少な

し河川水や汽水.海水中における poliovirlls

typc 1 の生存性を IPNV，日INVと比較したも

の町むよびIPNVの海水中での生存性を検討し

た報告'叫が見られるにすぎない。一方poliovirlls

北海道大学水産学部・微生物学説桜
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IHNVはHanks・BSSに懸濁した場合に比べ，

飼育用水および一部再蒸留水中で急激な感染価

の減少が観察された。これらの供拭水は無菌で

ないためIHNVの感染価の減少に，温度の他，

共存する微生物が関与している可能性が示唆さ

れた。

そこで高圧滅菌あるいは漉過除菌した飼育水

中でのIHNVの感染価の変化を無処理問育用水

中での変化と比較した。無処理飼育水中では急

速な感染価の減少が観察されたが，高圧滅菌あ

るいは嘘過除菌した飼育用水中では.比較的安

定であった(図2)。このようにIHNVの不活化

現象は伺育水中に存在する微生物あるいは微生

物の産生した0.20μmの飽過膜を通過する物質

による可能性が強くなった。そこでこのウイル

ス不活化現象に附与している微生物を特定する

ため.飼育川水に，f!.t煩細胞の培廷に使川して

いる 10% FUS Jl11 MEM (抗生物TI1!l~添加J)を 10

%の;則合に加え， 15"Cで7日III1J者獲した後.
1l.:Wμmヌクレオポアフィルターで路過除硝し，

組il誌にIl・INVを懸制してその後の感染価の変化

を観察した。 IHNVの感染価は5，15・C共に

3日目にすでに検出限界以下となっていた。こ

の秘過除菌前の飼育用水の微生物識は，細菌が

優勢であり，原生動物等の他の微生物は見あた

らなかった。生菌数は1.8xl0・CFU/ml，菌援
はAcilromobaclerとPsettdomollOS属細菌が恒

をはじめヒトのenterovirusについては公衆衛生

学的観点から河川や海に入ってからの生存性が

研究され，これらのウイルスの感染性に影響を

与える因子として塩分や水温u.m.化学物

質問・円微細桂子や泥15.16.11.1 ・.1~.2へそれに微生

物21.22.231などが報告され，これらウイルスの生存

が高圧滅菌あるいは腿過除菌海水中に比べ，無

処理海水中で低いことから，海水中の微生物の

関与が重要視されている。

本研究ではHanks・BSS，脱塩来処理水道水，

再蒸留水およびサケ科魚類の飼育用水中での

IHNVの消長を温度別に寵察するとともに，飼

育用水中に存在する微生物との相互作用につい

て，無処理飼育用水，高圧滅菌あるいは協過除

菌した飼育用水中でのIHNVの感染価の変化を

観察した。次にIHNVの感染価が減少した飼育

m水より分離した細菌の代表株を対象に.その
1ft旋iI~の IIINV に対する抗ウイルス効別を検討

した。

まず飼育川水， lli諸問水及びlIanks'USS1'1 

でのIHNVの消長を O. 5， 15・Cの各嵐IJr条

件下で14日間観察した。 0・Cでは各供試水中で

14日間安定であったが.15・Cの飼育用水中では

7日目に感染価の大幅な減少が観察された。こ

の減少傾向は温度の高い方が大きし 14日目に

は5.10・C共に検出限界以下となった(飼育用
水中での結果のみを図 1に示した)0このように

• 
d‘ 

JIlS 

..e 10・
3: 
0 

ど10'
垣
e lll' 
盟3
r< 
ミミ 111' 
可・

わ

。

、内
ーーーー0-一ー一一。
10・

s
 
“υ
 

ー

10' 

10' 

C
E
¥
2
2
υ
ト
}
糧
母

md門
会
v
h
v

e___・。。
14 7 

経過日数

日7i圧滅的.総i的除悩および!!l~処理問η水'1 1

に懸is'aしたIHNVの消長

回:i13圧滅菌. Å:~過除rii. ・:終処殴

3 
() 。
図2

-113-

14 7 

経過日政

飼育m水中でのIIINVのii'J民
0: 0・C.田:S .C. A: 10・C.・:IS"C 

3 

国 1



このように IHNVをHanks'BSS中や高圧滅

菌した飼育用水中に懸濁した場合は安定であっ

たにもかかわらず，飼育用水中に懸濁した場合

に急速な不活化が観察される現象は，飼育用水

中に存在する細菌が菌体外へ産生した物質およ

びウイルスの菌体への吸着による可能性が示唆

された。

II.水圏に存在する抗ウイルス作用を有する

細菌の分布とその種類ならびに代表株が

産生する抗ウイルス物質の性状:

上記のような抗ウイルス作用を有する細菌が，

魚類桜息環境水中にどの程度存在するかを把握

するため，まず北海道大学水産学部七飯聾魚場

の飼育用水，北海道立水産醇化場森支場の飼育

用水，函館市近郊茂辺地川河口域の汽水および

水産学部前浜の海水を対象に採水地点の底泥を

含め季節ごとに細菌数と菌叢を調査した。分離

菌について前述の伝染性造血器壊死症ウイルス

(IHNV)を用いて抗ウイルス作用のスクリーニン

グを行った24.25.2刷。すなわち分離菌をCYG培

地251で15・C3日間培護後.培養液を溜過除菌

し，約 100PFU/O.l mlに調製したIHNVと等

監混合し. 3時間反応させた後，マスノスケ匝

体由来細胞CHSE-214細胞zηに接種してプラー

ク(PFU)を測定した。 CYG培地を混合した場合

のPFU数と比較し.PFU数が90%以上減少

したものを抗ウイルス作用有りと判定した。供

試した各種試料の生菌数およびその細菌躍はこ

れまでの研究結果とほぽ同様で，魚類棲息環境

の一般的な菌数と細菌ー讃を示していたZ・九それ

ぞれの地点、の水試料および底泥試料から分離し

た総計1453株の細菌について，細菌培聾檎液の

IHNVに対する抗ウイルス作用を観察した。こ

の際.プロテアーゼや細胞務性物質を含む培聾

液は除外した。表 1に見られるように，試料採

取場所，季節にかかわらず90%以上のプラーク

減少を示したものが分離菌の1----23%と予想外

に多く検出され(50%以上のプラーク減少を示し

たものは 18----83%).これら抗ウイルス活性を

示した細菌の多くは九.eudomollflS屈の細菌であ
った25.2刷。

勢で両者の比率は7: 3であった九

この細菌の中にIHNVに対する抗ウイルス作

用を有する物質を産生する細菌が存在するか否

かを，両属の代表分離株各2株を対象に検討し

た。各菌株を3種のアミノ酸，酵母エキス，グ

ルコースを主体としたAYG培地羽で.25.C 2 

日間培聾した後，高圧滅菌，鴻過除菌および無

処理の増聾液を調製し， IHNVに対する作用を

観察した。 Pseudomonas属の代表2株の培挺液

の場合， IHNVの感染価は高庄滅菌したもので

は変化なく安定であった。しかし施過除菌液で

は1株の培聾波で3日目に，もう 1株では7日

目にIHNVは検出できなくなり，両菌株は菌対

外に抗IHNV作用を有する物質を産生している

ことが明らかとなった(図3にl株の例を示した)。

さらに菌体を含む無処理培養液中でIHNVは1

時間後に検出できなくなった。このことは菌体

外産生物質の作用の他に，感染価測定時の独過

除菌により菌体と共にウイルスが除去されたこ

とによると考えられる。 Achromobαcler属0)2 

株の締過除菌培旋波には抗ウイルス作用は観察

されなかったが，無処理の菌体を含む培費躍で

はPseudomonasの場合と同様 1時間後には検

出できなくなっていた九ウイルスの泥など微細

粒子への吸着に関してはいくつかの報告があ

りls.HAM-Mm.21A223，この点に関しては今後さら

に詳しく検討する必要があると考える。

。
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Pseudomonas Sp. NW-09培議波のIHNV
に対する作用
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袋 1 抗IHNV活性を示した魚額桜息環境由来分離菌の割合

試料
陽性菌株数

分離菌除数 50%プラーク減少 90%プラーク減少

倒宵月l水 170 31 (18%) 1 ( 1%) 
!底犯 156 66 (42%) 28 (18%) 

七飯提魚場 嗣宵}日水 194 48 (25%) 8 ( 4%) 
庇泥 190 45 ，(24%) 7 ( 4%) 

茂辺地川 河口水 199 126 (63%) 46 (23%) 
底泥 176 103 (59%) 13 ( 8%) 

七重浜海岸 海水 172 77 (45%) 18 (11%) 
底泥 196 43 (22%) 5 ( 3%) 

合計 1453 539 (37%) 126 ( 9%) 

外

融

観

点

表2 46NW-04Aの理化学的性状

白色初来

232-235'C 
比旋光度((α)~，5) 

紫外線吸収スペクトルnm(ε)
赤外線吸収スペクトル (Ksr)cm-'

安定性

溶解性

呈色反応

分子量

元紫分析

分子式

-fM成成分

可i容

不溶

閥性

陰性

アミノ酸

その他

次に分離した多数の抗ウイルス物質産生細菌

の中から代表抹として七飯設魚場の飼育用水か

ら分離したPseudomoll価 sp.46NW-04俸を選

出し，本菌の産生する抗ウイルス物質の性状を

検討した。本菌株は低分子で耐熱性の抗ウイル

ス物質(46NW-04 Aと仮称)を産生し， 30 Lの

培技上澄波から酢酸エチルによる抽出，シリカ

ゲルカラムクロマトグラフィー及び薄層クロマ

トグラフィーによる梢製で709mgのfi<<1製抗ウイ

-47.5・(2.0%.MeOH) 
204 (18，200) 
3，300， 2，950. 2，920， 2，850， 1，730， 
1 ，650， 1. 520， 1，460， 1，370. 1. 270， 
1，060 
pl13から pH10まで安定
メタノー)v，エタノール， I'it:Mエチル，
アセ 1.ン，ベンゼン，クロロホルム.
ジエチルエーテJv，ジメチルスルフォ
キシド.ピリジン

n-ヘキサン，石油エーテル，水

アニスアルデヒド，プロモクνゾール
グリーン，ジニニトロフェニ}ルヒドラ
ジン， Dragendroff， 8・ヒドロキシキノ
リン

過マンガン酸カリウム，アンスロン，
Barton， 酢酸銅， Legal， Molish， 
ニンヒドリン，ローダミン

1，125 
C 54.27%， H 7.94%， N 10.37% 
Cs• H.sNgOI6 
トレオニン(1)，セリン(2)，パリン
(J)，グルタミン臨(1)，イソ己イシン
(1)，ロイシン(3)

3-hydroxydecanoic acid (1) 

ルス物質を得ることができた。この物質は各組

織器分析の結果，分子量が1126のペプタイド系

物質で，セリン 2. トレオニン 1，グルタミ

ン酸 1• パリン 1，イソロイシン 1.ロイ

シン 3個の計 9個のアミノ酸と 3・hydroxy-

decanonic acidから構成され， pH及び温度に

対して比:院的安定な物質であった(褒 2)2刷。そし

て既知物質との照合の結果これまで報告例のな

い新しい抗ウイルス物質であることが明らかと

-115ー



なった。

本物質は魚類病原へルベスウイルス(Onco-

rllynclllls maSOZl virus: OMV) 11をIHNVの

1/2の浪度すなわち 12.5μg/mlで完全に不活

化した.しかしパーナウイルスに属すIPNVに

対しては50μg/mlの濃度でもウイルス不活化効

果を示さず，エンベロープを有するウイルスに

効果的であった.さらに本物質はニジマスに対

して 200mg/Kg以上でも急性毒性を示さず，ま

たグラム陽性菌5属7菌種とグラム陰性菌6属

12閣樋に対し 100μg/mlの濃度でも抗菌性を示

さなかった。一方本物質のII-INVに対する抗ウ

イルス作用はIHNV粒子に対する直接作用.す

なわち IHNVのエンベロープ全体かスパイク部

分をコーテイングあるいは崩壊するものと惟察

された問。なおこの抗ウイルス物質産生Pseudo.

monas sp. 46NW-04株はBergey'sManual of 

Systematic Bacteriology， Vol.lの記載性状

から P.jlltorescens biovar 1と同定された3刷。

日J.抗ウイルス活性を有する細菌を用いたパ

イオリアクターによる抗ウイルス物質の

生産:

これら細菌の産生する抗ウイルス物質を大誌

に安定的に生産する技術の開発を目的に，知l民i

を悶定化したビーズを作成し，このビーズを充

崩したバイオリアクターでの抗ウイルス物質産

生性を検討した。まず供試菌の液体培地での抗

ウイルス物質産生条件の検討を行ったが.細菌

のスクリーニングに使用してきた培地(CYG)の

カザミノ般協l立を2倍にし，グルコースと CaClz

を除いた培地(C1Y)で培聾することにより，高い

抗ウイルス物質産生性が得られた。そこで間体

をC2Y培地成分を含むアルギン酸ビーズに問定

化し，本ビーズを充嶋したバイオリアクターを

試作して，線働条件の倹討を行った。 15・Cとい

う低温下でも CtY培地を流したカラムから多i止

の抗ワイルス物質が産生されることが確認され，

通気と培地交換により産生監はさらに増大した。

何られた収抵を CtY培地を用いた揮温培護法と

比較するとバイオリアクターでは活性化の期間

が必要であったが.活性化後は援温培聾よりも

優れた抗ウイルス物質の産生性が実証された刊。

一方魚類ウイルス病の防疫対策への利用の可

能性を検討するため，ウイルス汚染水を直接上

記ビーズ充耳目カラム内に過した場合， 3日間増

菌活性化したカラムでは， 30分の滞留時間で

IHNVのプラーク数は約 1/10に減少し明瞭なウ

イルス不活化が観察されたm.しかし実際の費魚

現場に導入するには大規模な装置が必要となり，

また産生抗ウイルス物質は葉剤としての使用と

なるため製造承認を得る必要があり，さらに薬

価と魚価の経済的バランスが保てないと考えら

れた。

IV.抗ウイルス物質産生細菌投与によるウイ

ルス病の生物制御の可能性:

これら抗ウイルス物質産生細菌を魚類のウイ

ルス病制御に応用するにあたり，抗ウイルス物

質産生迎伝子を特定し，大腸菌等組換え体を作

出し，抗ウイルス物質を大量に産生しようとい

う試みがなされているが(Winton，私信).この

場合む前項同隙薬剤としての利用になる。また

魚類の正常細菌遣を附成する細菌に泊伝子を導

入した場合には{成功したとしても}.現状の規

制下では自然界での利用は難しい。そこで，ま

ずfM!iの正常細目i濯を附成する細菌で，性状の
把樫が容易な脳内細菌131を対象に抗ウイルス物

質を産生する細菌の検索を行い.抗ウイルス物

質を産生する細菌を選出し，その代表株を用い

て腸管内での抗ウイルス物質産生能を回察した。

サケ科魚瀬の脳内細菌輩H.15.36.37・38.39..刷のう

ち，淡水生活j明の菌躍の主体を成すAel'OlIlonos

属および EnterobacteriaceaelU5•州のうち，

AerOmOllflS属を対象に抗IHNV作用を示す菌

株のスクリーニングを行なった。 108株のスクリ

ーニングで90%以上のプラーク減少を示す菌株

が3株分離された。これらの菌株は飼料成分を

栄強調として抗ウイルス物質を産生することが

確認された。さらに飼料ペレツトに 10%の割合

に菌体培聾波を混ぜ.経口的に投与した場合に

腸管内の箇躍の主体を成し.胞管内に定着する

ことが確認された。そして脳内容物も強い抗ウ

イルス活性を示した。ただしこの場合，対照に
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用いた供試魚の腸内細菌叢も同様にAeromollos

属が優勢で抗ウイルス活性が認められた。抗

IHNV物質産生AeromollOS属菌株を添加した

餌料を3週間にわたって給餌した後.lHNVの

攻理試験を行なったところ，抗ウイルス細菌を

経口投与した群の累前死亡率が約 10%.他方

対照群は約30%と有意の差が観察された(表

3) 41..九この場合対照群の腸内細菌躍も Aer.
OIUOUOS属が優勢で，腸内容物にも抗ウイルス活

性が見られた。そこで対照魚として抗ウイルス

物質を産生しないPseudomoJlos属が恒勢でかつ

腸内容物に抗ウイルス活性のない対照群を選抜

し，再度抗ウイルス細菌経口投与群と共に

IHNVによる攻般試験を行った。この場合は，

抗ウイルス物質を産生しないPseudOIllOllas属が

優勢でかつ腸内容物に抗ウイルス活性のない群

の累m死亡率は70%以上となり，抗ウイルス物
質産生菌投与群との差が大きくなった(表

4) u，u'o ただしウイルス攻:1~i止を 100 倍にした

場合および聾魚場の現場で実施した場合には効

果は認められなかった(データ未発表)。この原

因としてlHNVの感染侵入門戸が甥および体表

であることが考えられる。今回の試験は容量31

の小型水拙を使用したため，腸内で多量に産生

された抗ウイルス物質が糞と共に排世され{生産

効率は前記バイオリアクターを上回る).箆や体

表面を覆っていた可能性が考えられる。今後lま

胸管感染系のウイルスを用いて試験を実施する

か，海産魚介類の種苗生産水憎のように換水準

の低い水槽を対象に抗ウイルス物質産生細菌を

増殖させ，ウイルス病の防除が可能かどうかを

検討する等の工夫が必要と考える。

V.海産魚租苗生産用餌料生物の細菌叢の抗

ウイルス物質産生細菌への置換について:

現在ヒラメのウイルス病としては，前述の

IIlNVと近縁のラブドウイルス;ヒラメラブド

ウイルス(IIRV : Rlrabdovirus olivaceus)感染

症，ヘルペスウイルスの感染による袋皮地生寵，

~ 

袋3 抗IIINV物自産生Jleroll/01Il1$民国株を経口投与した魚
に対する IHNV攻来試験・'のti烈

実験 魚種 投与箇 師背水温 g~試尾数累制死亡率
(.C) (%) 

ニジマス 恥1-26 15 
対照僻・2

非攻撃対照

11 サクラマス ~1-38 5 
対照群・2

対照i洋・3
~I:攻繋対照

-1 : 100 TCIDso/m/. 60分担別法
・z:AerOl1umosが恒努.鵬内容物の抗ウイルス活性<90%以上の
PFU減少を示す日大希釈倍数)10.....20 

-3 : Pseltdomollosがf5l勢，腸内容物の抗ウイルス活性5以下

表 4 ヒラメ飼育mワムシ.ヒラメの体決および消化符内容物
から分離された Vibrio続回線の抗ヘルペスウイルス，抗
ラプドウイルス活性

30 9.6 
30 29.2 
30 3.3 

200 0.5 
200 1.0 
100 72.0 
200 0.0-6.0 

S手 由来 菌株番号

1989 
1989 
1989 
1989 

iy
表

官

官

引
体
脱
腸

lF 9 
lFB26 
2FI 6 
2FlIO 

抗ウイルス活性
(PFU減少)

Ol¥'IV IIINV HRV 
COT 株 Ch八b'* 840lH株

92 90 96 
96 94 88 
1011 94 94 
91 91 92 
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イリドウイルスの一種リンホシスチスウイルス

の感染によるリンホシスチス病が知られている"。

ところでヒラメの種苗生産施設における飼育用

水，餌料生物のワムシ，アルテミアおよび飼育

仔推魚の細菌鼓の調査結果では，ワムシ，アル

テミアおよび仔稚魚の消化管内の菌識の主体は

Vibrio属が催勢であった“.441。これら Vibrio属

の中に抗ウイルス活性を有する細菌がどの程度

存在するか.Vibrio属157株について.まず
IHNVを対象にスクリーニングを行い， 90%以
上のプラーク減少率を示す菌株を24株得ること

ができた。次にこの中で高い抗IHNV活性を示
した4株について抗へルペスウイルスおよび抗

日RV活性を調べた(ヒラメの表皮増生症原因ウ
イルスは分離不可能のためサケ科魚類のへルペ

スウイルスOMVを代用)ところ，供試した4株
ともにOMV，IHNV，およびHRVに:t1し高い
プラーク減少率を示した(褒4)。

ヒラメ悶育過程の適当な時期に，これら抗ウ

イルス活性を有する細菌を添加して納.箇識をコ

ントロールし，抗ウイルス物質を産生させるこ

とができれば，ウイルス病の制御が可能になる

と考えられる。現在の種苗生産システム中で描

も細菌躍のコントロールが容易と考えられるの

は乾燥卵を用いるアルテミアであり，槌紫によ

る卵消毒も可能である。

そこで，卵消毒後，無菌海水で醇化させたア

ルテミア培護摘に，抗ウイルス物質産生細菌

Vibrio sp.2 F 16株を添加してアルテミアを培設

し，アルテミア培聾液に抗ウイルス活性が観察

されるか否かを検討した。本菌株をアルテミア

の培聾惜に添加した場合，培縫開始時には抗ウ

イルス活性は認められなかったが，培喪1日目

におけるプラーク減少率は，混菌培聾アルテミ

アで65%.混菌培聾アルテミアの培聾液では72
%となった。さらに培養2日目には.混菌培聾

アJレテミアで56%，アルテミア培聾液では100
%に達した。対照の無菌培養アルテミアのプラ

ーク減少率は0%，その培養波で7%であった
(表的。現在，海産種苗の餌料の多くは，海産

クロレラ，ワムシ，アルテミ7.喪成アルテミ

アと順次使用され，用水の換水率も比較的低い。

今回はアルテミアでの試験であったが，将来実

用規模でのワムシあるいはアルテミアの菌叢制

御が可能となり，餌料生物が常時抗ウイルス物

質を産生するような飼育形体が実現すれば，ウ

イルス病の生物制御への応用の可能性が聞ける

ものと期待される。

以上(1)--(5)に紹介した結果は，魚類のウイル

ス病対策への応用を目的とした研究結果であっ

たが，前述の細菌の中にはウイルスが細胞へ感

染した後のウイルス複製過程を阻害する物質を

産生する株もあり，これらは今後の研究次第に

よっては医薬品としての利用の迫が聞けるもの

と考えられる。

いずれにしても，今まで未知の世界としてあ

まり調査研究対象とされてこなかった水の中の

微生物，特に地球の2/3以上を占める海洋の倣

生物の中にまだまだ未知の有用遺伝子源を持っ

たものが多数存在すると考えられる。現在，抗

ウイルス性生理活性物質州をはじめ，抗菌，抗

臨揖，酵素阻害等の生理活性物質産生細菌の検

索が梢力的に行なわれている捕。今後より多くの

分野で有用微生物が発見され，私たちの生活に

表5 ヒラメ消化管内容物から分離された Vibriosp. 2Fl6 
株をプルテミア培旋仰に添加lした場合のアルテミアお
よびアルテミア明旋械の抗ヘルペスウイルス活性

プラーク減少率

1m始時 1日目 2日目
無菌繕謎アJレテミア 。 。11 
無菌培養アルテミアの培縫i皮 。 。7 
混菌培養アルテミア 。 65 56 
浪菌t藷ftアJレテミアのt自主主総 。 72 1110 
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役立てられることを願ってやまない。
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